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千葉県内には、ナラ枯れ被害や令和元年の台風被害からの再生を目指す里山が多くあります。この再生につ

いて、国連生物多様性条約第 15回締約国会議（COP15）で合意された、30by30（2030 年までに陸と海

の 30％以上を保全）に市民目線からの参加として、被害を受けた里山に生物

多様性を高めるための苗木を育成、植栽する、「千葉県由来の苗木育成プロジ

ェクト」をちば里山センターで令和４年に立ち上げ、翌年から種の配布を始め

ました。３回目となる今年の種子配布を４月１０日に千葉市都市緑化植物園

で、４月１３日にはちば里山センターで実施しました。 

今回、集めた３７種類のうち２９種類の種について１８団体、２６人から希

望があり、配布しました（採取、保存していた樹種のうち、春から初夏に採取

したオオシマザクラ、ヤマザクラ、ウメ、タブノキについては、行方不明にな

ってしまいました。希望されたみなさん、大変申し訳ありませんでした。 

希望があった団体ですが、北は利根川沿いの栄町、南は太平洋に近い南房総市まで幅広く、取り組んでくれ

る方たちも今年初めてチャレンジする方、今年は別の樹種にチェレンジする方など様々であり、このプロジェ

クトが千葉県内のあちらこちらの里山に広がっているようです。人気があったのはクロモジ（１１人）、クヌギ

（８人）で、予想外にコナラ（３人）、ケヤキ（１人）は人気がありませんで

した。このほか、独自に種を集めて森に植えるために苗木を育て始めたという

声も聞こえてきます。自分たちで育てた苗木を活動する森に植えて育てること

で、活動する森に対する愛着や夢が広がるとともに、次世代に引き継ぐための

一歩にもなるのではないでしょうか。 

また、今年もエコメッセで苗木の配布を予定しています。里山センターまで

事前に届けていただく必要がありますが、ご協力いただけるとありがたいで

す。ちなみに、エコメッセで苗木を持ち帰ってくれる方は庭に植えてみたいと

いう方が多く、どちらかというと大木にならない樹種が好まれるようです。 

このほか、昨年度から千葉興業銀行がコンテナ容器を使って本店および支店の店内

で千葉県由来の広葉樹苗木の育成に取り組んでいて、ちば里山センターで協力、支援

しています。昨年度は本店と５支店でクヌギやコナラなどの苗を育てていただき、こ

のため、このプロジェクトで集めた種の一部をコンテナ容器への播種も行いました。

本年度はさらにあらたに 7 支店を追加して 12 支店

で苗木の育成に取り組んでくれるとのことです。 

今年も、さっそくヤマザクラなどの種から取り始

めました。この春に希望されてお渡しできなかった

方には、来月にはお渡しすることも可能です。希望

される方がいらっしゃれば、ちば里山センターまで 

ご連絡ください。 
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配布するために、希望者ごと

に種や培土を分けます 

 

希望者ごとに種などを説明しな

がら配ります 

播種したコンテナ容器 

(千葉興業銀行君津支店) 

熟したヤマザクラの種(果実) 

今年も千葉県産広葉樹の種を配布しました！ 
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令和８年度総会が開催されます。ぜひご参加を。 
ちば里山センターの年次総会が開催されます。 

日時：６月１８日（木） 総会・午後１時３０分～２：３０分  

懇親会・午後２時３０分～ 

場所：第１会議室・ちば中央大ホール（加瀬ビル８階） 

   （千葉市中央区中央３－１８－３） 

すでにお手元にはメールで総会の通知が届いていると思います。 

近年、ちば里山センターは会員サービスのみならず、里山関係者を

対象に多くの事業に取り組んでいます。その詳細を確認するととも

に、他の会員と直接顔を合わせて気楽に意見交換を行い新たなネッ

トワークを広げる貴重な機会でもあります。 

ぜひ総会そして懇親会にご参加ください。 

なお、欠席の方は忘れずに委任状の提出をお願いします。 

これからの森づくりのヒントを～ＦＩＣの森で考える～ 
令和８年度第１回ちば里山イノベーションハブ活動促進事業「これからの森づくりのヒントを～ＦＩＣの森で

考える～」が、君津市鹿野山中腹の千葉県森林インストラクター会の森（通

称ＦＩＣの森）及び内山緑地建設（株）君津事業所を会場に実施されまし

た。 

午前中は、メイン講師の福島成

樹氏（千葉県緑化推進委員会）及び

森林インストラクター講師から、

現在の森づくりが抱える様々な課

題への対応が語られました。特に、

福島講師は、ナラ枯れ等によるギ

ャップ（樹冠に空いた空間）の発生を生物多様性を増す好機と捉え、ギャ

ップが閉塞しないように維持管理して新たな樹種の導入と成長を促す方

法や、さらに一歩進んで、切る、使う、育てるのサイクルを実感できる短

伐期、低木林の森づくりへの移行を呼び掛け、参加者から多くの質問が飛び

交う濃厚な時間となりました。 

午後からは、内山緑地建設さんが整備した「きみつのさんぽ道」で森林イ

ンストラクターによる樹木解説や庭園の見学を行い、さらにすぐに使えるク

ラフトづくりを学ぶ時間もありました。「ブンブンゼミ」と「どんぐり落と

し」の２種類を、行き届いた事前準備

のおかげもあり、短時間で作って遊

ぶところまで体験できました。 

参加者は県内各地から１６団体、３

０名に及びました。それぞれ地域や日常の活動が異なるため、問題意識も

質問内容も異なりましたが、貴重な学びの場、情報交換の機会として前向

きに取り組み、多くのヒントを得て帰路につきました。 

 

昨年の総会・懇親会の様子 

カツラの下で集合写真 

メイン講師の福島氏 

樹木解説 

クラフト体験 

 



（3）            ちば里山新聞(第 80 号)            2026 年（令和 8 年）6 月 1 日 

ニューフェイス紹介             ～澤口晶子さん～ 

5 月から里山林保全整備推進地域協議会の事務をさせていただいている澤口

です。どうぞよろしくお願いします。 

私は若い頃、野生動物の保護活動、植林活動、環境教育など幅広く参加して

いましたが、東日本大震災ののち体調を崩し、仕事を退職してからはボランテ

ィア活動から遠のいておりました。このほど事務局からお誘いをいただき、協

議会のお手伝いをすることになった次第です。 

 現在のボランティア活動としては、狩猟免許を生かして長南町でアライグマ

等の駆除活動をしています。社会人となった 40年前は、動物好きが高じた挙

句、動物を殺す活動をすることになるとは思いませんでした。しかし、耕作放

棄された谷津の水辺で細々と命をつなぐトウキョウサンショウウオやヤマアカガエルが食害されている様子を

みると、駆除もやらざるをえないと感じています。 

 昨冬は猟友会の方からイノシシや鴨を分けていただき、ジビエ料理に勤しんでいました。 

 里山とのかかわり方は様々ですが、今後も体が動くうちはフィールドに出たいと思っています。 

 

「いすみ薪ネットワーク」をおとずれて 
 「いすみ薪ネットワーク」は、千葉県いすみ市を拠点に活動している薪ストーブ愛

好家の集まりです。約 200 人の登録メンバーが参加しており、運営の中心となって

いるのは、24 年前に東京から移住してきた伊藤幹雄さんです。「いすみ薪ネットワ

ーク」のメンバーが薪ヤードと呼ばれる原木置き場に集まり、里山で伐採したマテバ

シイ等の原木を薪割り機を使って順次割っていく。重労働だが、メンバーは楽しそう

に作業を続けています。一方では手斧を使って薪を割っている頑張り屋のメンバーも

います。 

薪の原木となるのは、いすみ市周辺の住民からの依頼により伐採した里山の樹木

だ。薪ストーブに向いているのは、火持ちの良いカシ、ナラ、ケヤキなどの広葉樹

で、依頼があると、参加できるメンバーがチェーンソーやウインチなどを持参して現地に赴く。道具を持って

いない人は、枝払いや原木運びをする。大型チェーンソーを使うよう

な危険な作業は、経験者や安全教育を受けたメンバーが担当し、作業

環境にも十分な配慮を行っているようです。 

割った薪は軽トラ一杯単位で販売を行っており、生木で 5,000 円と

なっております。ここまでしてメンバーが団結して薪を集めるには理

由があり、それは「薪の

高価さ」だ。いすみ市周

辺のホームセンターで

は、薪 8 本ほどの一束が

700 円ほどで販売されてい

る。ただ、一束は約 1 時間半で燃え尽きてしまう。1 日 10 時間

使えば、月に 12万 6千円の出費になる。 

ここで得られた薪は会員の家で薪ストーブで燃やすとまた格別

な温かさとなるようです。 

伊藤幹雄代表 

薪割り機を使って 

手斧を使って 



（4）            ちば里山新聞(第 80 号)            2026 年（令和 8 年）6 月 1 日 

米沢の森「人々の居場所・癒しの森を目指して 20 年」 

市原米沢の森を考える会は、一本の山桜をまもることか

ら始めた。広大な森は昭和の中頃から日本の近代化に伴い

人の手が入らなくなり荒廃してきた。さらに千葉県が所有

する宅地開発予定地はバブル崩壊と共に放置されていた。

2004 年に会を立ち上げ、以前の豊かで美しかった山桜や

コナラ、クヌギなどの広葉樹の森づくりに取り組んできた。森は巨樹・古木、古墳、歴史・伝承文化が多く残

り、山頂の御十八夜（おじゅうはっちゃ）からの景観は近隣にない里山です。遊歩道の保全整備が進み、山桜

や菜の花が咲く時期は多くの人で賑わっている。特に、初日の出を観る会や山桜と菜の花祭りは好評である。 

会では多くのボランティアや行政、企業からの支援により市原の観光名所づくりを行って、夢とロマンに満

ちた山頂「月待の御十八夜（おじゅうはっちゃ）」、360 度のパノラマ整備と一都十県が見渡せる森づくりを進

めている。東は太平洋、西は東京湾越しに富士山や南アルプス、東京のビル群、浅間山や日光男体山の眺望は

県内の里山でオンリーワンの名所です。 

しかし、昨今の急激な自然災害や地球の温暖化、広葉落葉樹のナラ枯れ病により山桜などの広葉樹が減少し

ています。会ではドングリからの森づくりや山桜のツタ切を

行い愛称と命名者を明記したプレートを付け、定期的に整備

保全をして森づくり活動を行っている。米沢の森は持続可能

な保全整備にボランティア会員の募集を行っています。人は

「自然を守れば自然に守られる」尊い森を未来に残しましょ

う。 

鶴岡 清二代表  

里山じまん ㉗ 

市原米沢の森を考える会 

入会申し込み・問い合わせ先                                   

 特定非営利活動法人 ちば里山センター 

〒299-0265 千葉県袖ケ浦市長浦拓 2 号 580-148 ☎0438-62-8895 FAX0438-62-8896(平日 9:00～17:00） 

 E-mail info@chiba-satoyama.net    ホームページ httpｓ://chiba-satoyama.net/ 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ つれづれごと ∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

台風 6号が去ったあと台風一過とはならず梅雨入りと◆しば

らくは雨とのお付き合いとなりそうです◆昨年のように暑い夏

が待っているのでしょうか◆うんざりとしそうですがその前に

美しいホタルが見たいものです。(Y.A) 

  

 

 

 

 

∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

ちば里山センターでは、里山整備を通じて環境問題

や、地域の課題、子どもの教育に取り組んでいる団体

を支援しながら SDGs で県民に親しまれる豊かな森

づくりに取り組んでいます。 

～ちば SDGs パートナー2386 号～ 

 

里 山 の 風 に ゆ ら れ て ㉞

ヒョウタンボク＜瓢箪木＞スイカズラ科 

 

写真・文 赤松義雄 R8.6.3 ちば里山センター 
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